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1  1ま  し め に

玄米への養分や重金属の集積過程を明らかにすることは
,

玄米の収量性や品質の向上を図る上でも,ま た玄米の重金

属汚染の防止を図る上でも重要なことと考えられる。 しか

し,出穂後玄米の形態的な発達過程については,い くつか

の調査結果があるもののめ,玄米中への養分・重金属の集

積過程についての報告は見あたらない。そこで玄米の肥大

に伴い,養分・重金属が玄米中にどの様に集積 していくか

について検討した1)。

2試 験 方 法

1985年 は岩沼泥炭試験地から,1990年はCd汚 染地から,

出穂後一定期間毎に採取 した粗玄米を粒の肥大別に分けて
,

粒重14～ 22 0mgの粗玄米を得た。これら粗玄米を硫酸・

過酸化水素水法 `)に より分解 し,フ ロー分析,原子吸光に

より分析つした。品種はともにササニシキである。

3 結果及び考察

玄米の養分含有率は,ほ とんどの成分で玄米の肥大に伴

い低下 した。その低下の幅はP,Mg<N<K,Caの 】贋で

ありK,Caの低下が最も大きかった。 しかし,含有率だ

けでは養分集積パターンは検討しにくいので,こ の含有率

と粒重から1粒当りの含有量を求め,こ の 1粒当りの含有

量と粒重の関係を検討した。

結果は図 1～ 3に示した。

玄米の肥大に伴う養分集積パターンは大略 2つのグルー

プに分かれた (図 1)。 1粒当り含有量はN,P,Mgに で

はややバラツキがあるものの,ほぼ粒重の増加に伴い増加

した。このことは,粒の肥大のためにはこれら養分が登熟

後期まで継続して,玄米に供給されることが必要であるこ

とを示しているものと考えられる。一方K,Caで は, 1

粒当り含有量が登熟の初期には粒重の増加とともに増加す

るが,あ る粒重に達するとその後は,粒重が増加 しても増

加せず,ほぼ一定値をとるというパターンを示した。すな

わち,Kで は,粒重 6mg程度で形態的には玄米の幅が決

定される頃までに,玄米へのKの供給が完了すると考えら

れた。またCaについては,Kの場合よりも登熟のさらに

早い時期に供給が完了するものと考えられた。

玄米社重 (ハ lg/拉 )

図 1 玄米粒重と 1粒当たりのN, K20含有量

重金属のCd,Znでは大略玄米の肥大 とともに 1粒当り

の含有量は増加 し,両重金属ともNと 同じグループに属す

る集積パターンを示した。 しかし,Cdに ついてはややバ

ラツキが認められた (図 2,図 3)。
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図 2 玄米粒重と1粒当りのCd含有量
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図3 玄米粒重と 1粒当りのZn含有量

登熟に伴う養分集積パターンには,こ のように2つ のグ

ループに分かれたが,こ のことは各グループに属する養分

が互いに一定の比率を保ちながら同時に移行することを意

味しない。例えばN,Pは ともに粒重の増加に伴い, 1粒

当り含有量が増加する養分であるが,前述したように玄米

の肥大に伴う含有率の低下にはN,P ralに は明らかな違い

があるので,N,Pが同時に一定の比率で,玄米に移行す

るとは考えられないからである。 しかし,その中でPと M
gは例外的であった。 Pと Mgに ついては 1粒当りの含有

量間はもとより,含有率に関しても高い相関関係力濃 られ
,

Pと Mgは P原子 2個に対してMg原子 1個の割合で同時

に玄米中へ移行すると考えられた (図 4)。 この点につい

てはササニンキ以外の品種についても今後検討したい。

米の食味と玄米のミネラル成分の関係については,堀野

は極早生から極晩生にいたる100品種を用いて検討 し,良

食味品種群には高いMg/Kを 示すものが多いとしてい

るの。さらに同一品樺でも,玄米のMg/Kに より良食味

米を判定することを提案し,食味に関する分析機器に一部

利用されている。しかし,今回明らかとなった養分集積パ

ターンからすれば,玄米のMg/Kは粒の肥大の良好なも

のほど高まるので,堀野の提案は同一品種であれば肥大の

良好な玄米ほど,良食味であるというほぼ自明な結果を主

張するのに過ぎないものとなった。それ故,玄米のMg/
Kが良食味米を特徴づける有効な指標なのか否かについて

は,サ サニシキ以外の品種も用い,今回と同様の検討が今

後必要と考えられる。

4 ま と め

玄米の肥大に伴う養分集積パターンは大略 2つのグルー

プに分かれた。N,P,Mgは大略粒重の増加に伴い 1粒

当りの含有量は継続 して増加するパターンを示したが,K,

Caでは,登熟の初期には粒重の増加とともに 1粒当りの

含有量は増加するが,あ る粒重以降は増加せずほぼ一定の

含有量となるパターンを示した。

重金属のCd,Znは Nと 同じ集積パターンを示 したが ,

Cdについてはややバラツキが認められた。
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図 4 1粒 当りのPと Mgの含有量
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